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保育者を目指す学生がᩍ育課⛬の重要性を 

身に付けるためのᩍ育実践のᕤኵ 
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ᐟ༡ ஂ⨾子  
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Ⅰ. はじめに 

 ᗂ⛶ᅬ、保育ᅬ、またㄆ定こどもᅬでは、᪥ࠎ保育者が୰心になって保育をᒎ㛤している。しかし、

子どもたちがそれࡒれ⯆・㛵心にᇶ࡙きẼの向くままにά動させればよいのではない。㐟びや生ά

を大ษにしたᗂ児ᩍ育ࡔからこそ、ᗂ児期にࡩさࢃしい生άがᒎ㛤されることを重どし、ධᅬからಟ

に⮳るまでのᗂ児の生ά経験やⓎ㐩㐣⛬を長期的ࣥࣃࢫでᤊえる必要があり、㛵ಀ法௧と「ᗂ⛶ᅬ

ᩍ育要㡿」にᇶ࡙きస成する「ᩍ育課⛬」にἢって保育ෆᐜをᒎ㛤していかなければならない。  

 とこࢁが、㣴成課⛬の学生はある一定の期㛫実⩦に行き、目の๓の子どものᵝ子、保育者の子ども

との㛵ࢃりをほᐹするに⤊ጞし、㈐௵実⩦においてもⓎ㐩ᖺ㱋にあったものを考えるもののᚓ意分㔝

の指ᑟを立して実⩦していく。すなࢃち学生はこの経験のみでは、保育者として子どもたちに向

きྜうᑓ㛛⫋業ேとしての経験の✚み重ࡡの時㛫で見ることになる、この⨶㔪┙的Ꮡᅾである「ᩍ育

課⛬」が見えるはࡎがない。また、㣴成課⛬における時㛫に㝈りがある実⩦期㛫のみでは、保育者と

して自らの体験を通ࡌた実ឤとして、その必要性もឤࡌษれていない実態がある。 

 保育者としての豊かな実践経験をᣢち㣴成課⛬でᩍቭに立つᩍဨは、この学び育ちࡺく学生㐩に対

して伝えられることは㠀ᖖにከくあるはࡎである。一方で、この豊かな実践経験を᭷する保育者は、

㣴成課⛬におけるᩍ育実践の経験は豊かであるとはゝえない。ඛに㏙たような保育者としての経験

の✚み重ࡡから῝い学びがᚓられていく、ᩍ育課⛬とは何か、なࡐ必要なのか、どのような要⣲から

ᵓ成されているのかなどのෆᐜにおいて、実ົᐙᩍဨとして、㣴成課⛬でよりከくの学びをえられ

る授業にはどのようなᩍဨとしてのᩍ育実践が必要であるのかについて⇍考し、ィ⏬、実践、り返

ることにはከくの意があるであࢁう。 

そこでᮏ◊✲では、㣴成課⛬で学ࡪ学生の実態に応ࡌて、ᩍ育課⛬論のㅮ⩏において、授業者とし

てྲྀりධれたᩍ育実践のᕤኵが学生の学びにえたຠᯝについて᳨ウしたい。 
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ϩ� 方法 

 
㸯� ཧຍ者  

㸦㸯）授業者㸸ᮏㅮ⩏の授業者は、◊✲実時、ᗂ⛶ᅬᩍㅍとして 40 ᖺົし、そのෆරᗜ┴

㒊に⨨するణ㤿ᆅ༊ᗂ⛶ᅬᩍ育指ᑟဨを㸲ᖺ、ᅬ長として㸴ᖺ㛫の経験を᭷したのち、保育者㣴成

の短期大学のᩍဨとして㸵ᖺ༙のᩍ育ά動を経験していた。 

㸦２）学生㸸ᩍ育課⛬のㅮ⩏には、短期大学の保育者㣴成校にᅾ⡠する２ᖺ生 �� ྡが受ㅮした。

受ㅮ学生は、保育ኈ資᱁とᗂ⛶ᅬᩍㅍ✀චチ≧の資᱁ྲྀᚓを目指していた。 

２� ㅮ⩏「ᩍ育課⛬論」のᴫ要と㐍め方 

㸦㸯）「ᩍ育課⛬論」のᴫ要とㅮ⩏の㐍め方ཬびᩍ育実践のᕤኵ 

ᮏ◊✲の対㇟となったのは、２学ᖺの๓期に㛤ㅮされているᩍ育課⛬論であり、༙期 15 ᅇのㅮ⩏ᙧ

ᘧであった。授業ᴫ要にグ㍕している学生の学⩦成ᯝは、㸯）保育ෆᐜの実と質の向上に資するᩍ

育課⛬・保育課⛬について理解することができる、２）ᩍ育課⛬・保育課⛬の⦅成と指ᑟィ⏬のస成

についてල体的に⩦ᚓすることができる、㸱）⦅成・実践・Ⅼ᳨・ホ౯・ᨵၿの㐣⛬について、その

全体ᵓ㐀を動態的にとらえ理解することができる、㸲）保ㆤ者や㛵ಀ機㛵との㐃ᦠについて学ࡪこと

ができる、であった。この学⩦成ᯝの⋓ᚓを目指し、ㅮ⩏はᩍ育課⛬・保育ィ⏬のᇶ♏的な理解をᅗ

るとともに、᪥的な保育の課題を受け止めたᩍ育課⛬・保育ィ⏬のどⅬを示すことを目的としたᩍ

⛉᭩を᥇⏝し、ẖᅇㅮ⩏の࣐࣮ࢸの大きなどⅬ・ࡡらいを伝えていく。学生が理解しやすいように、

授業者自身の保育実践を⧊りࡐながらㄝ᫂を㐍め、まとめとしてその理解の☜ㄆを行っていった。

ㅮ⩏のᑟධ・ᒎ㛤・まとめにおいて、㸯）学生が体的なⓎゝ、学びの行動をಁし㸪✚ᴟ的な授業ཧ

ຍをᢸ保する㞺ᅖẼをసりあげること、２）学生が保育者のά動の୰にあるᩍ⫋課⛬に対して、自分

自身の考えをᕠらせ、☜かなࢪ࣮࣓をᣢった上で῝い学びにㄏうこと、を授業者のࡡらいとしてᩍ

育実践のᕤኵをྲྀりධれた。 

㸦２）ㅮ⩏で⏝いた授業者自身の保育実践例について 

ᩍ育課⛬論のㅮ⩏の୰でྲྀりᢅった㸱つの࣐࣮ࢸの授業者の保育者としての実践経験からసり、学生

に提供した㸱つの࣐࣮ࢸに㛵する実践例、「学びをつなࡄ保・ᗂ・小の㐃ᦠカリキュラムとは」「危機

管理カリキュラムについて考える」「㛤かれたᅬ生άのカリキュラム ͢ᗂ⛶ᅬをᣅくͣ」を示し、そ

の要Ⅼを㏙る。 

㸯）「学びをつなࡄ保・ᗂ・小の㐃ᦠカリキュラムとは」の要Ⅼ 

 「学びをつなࡄ保・ᗂ・小の㐃ᦠカリキュラムとは」について、授業者として学生に提供した実践

例は、表㸯に示した通りである。ㅮ⩏のጞめに、保育ᅬ・ᗂ⛶ᅬ・小学校が㐃ᦠすることをなࡐ必要

としているのかを問うと、「ᗂ⛶ᅬ・保育ᅬは㐟ࡪᡤであり、小学校はຮ強をするᡤである。㐟んで

ばかりいたのが一ᖺ生になってᛴに᳔子にᗙってのຮ強についていけない子がከい。そのためᡞᝨう
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ことがないように、ᗂ⛶ᅬ・保育ᅬの㛫から᳔子にᗙったり小学校で学ࡪことを᪩めに学んࡔりす

きである」と答える者、また対に、学生自身の経験から「小学校は当然ຮ強するᡤと思っていたか

らᅔったグ᠈はない。≉に㐃ᦠの必要性はឤࡌない」とヰす学生もおり、この意見の方がከかった。

このような学生に、保育者とᩍᖌがᗂ児ᩍ育と小学校ᩍ育の᥋⥆を考えることを通して、子どもたち

が㐃⥆的に学び育っていくᏑᅾであることや、育ちのどⅬがከᵝであることにẼ付き保育者とᩍᖌが

ඹに学びྜう機をもつことの大ษさをㄆ㆑すきであること、またẁᕪのᩍ育的意⩏を᫂らかにし

「らかな⛣行」を求めて指ᑟᢏ術の向上をᅗることが課題であることをヰしても必要性を実ឤする

ことが難しいと考えた。そのため⚾自身の保育現場での㸯ᖺ㛫の実践例を通して、子どもにとって㐟

びが重要であり㐟びの୰に子どもたちがឤࡌたり思ったりしている意、㐟びながら学んでいること

を保育者はࡌめ大ேのഃが༑分にㄆ㆑すきであり、決して小学校ᩍ育のඛྲྀり的な‽ഛᩍ育をする

ことではないこと、またᗂ児ࡦとり一ேのⓎ㐩の㐣⛬をᘬ⥅ぎ㐺ษなᨭをしていくことの大ษさ、

子どもが㐃⥆的に学び育っていくᏑᅾであることにẼ付き、㐃ᦠすることによりいのᩍ育ෆᐜを理

解し自分たちの方法を見┤すことの大ษさ➼を伝えた。 
  表１ 「学ƼǛつƳƙ̬ȷ࠷ȷݱのᡲઃカリキュラムƱƸ」の教授内容 

テーマ 学ƼǛつƳƙ̬ȷ࠷ȷݱのᡲઃカリキュラムƱƸ 

学習 

成果 

（１）子どもたちは一人䜂とり㐃⥆的に育っていくᏑᅾであることを認識すること 

（２）ඹに学びあう機をもつことの大切さを認識し、いの教育ෆᐜを⌮ゎし᪉ἲをぢ直すこと、つまり幼児 

期のⓎ㐩にᛂ䛨て幼児の生きるຊのᇶ♏をᇵうことが大切であること 

実践例  䇷保育園・幼稚園からᑠ学ᰯ䜈のらかな⛣行をめ䛦して䇷 䠝保育園・䠞保育園・䠟幼稚園・䠠ᑠ学ᰯ 

 

טᆐ࠷

教の

実践の

ƶǒい 

䚾育ち・Ⓨ㐩がつながる㐃⤡䚿  

保育園・幼稚園からᑠ学ᰯ䜈の䜂とり一人の幼児の育ちの報を行うことにより、ಶ䚻のⓎ㐩にᛂ䛨た

㐺切なᨭの᪉を⧅げていく。 

䚾子どもが⧅がるὶ活動䚿  

幼児と児❺が「かかわりあう・䜅れあう」ὶ活動を㏻して、いに㇏かな心を育む。 

䚾学びが⧅がる┦の保育参観・ᤵᴗ参観䚿  

保育やᤵᴗをいに参観し、合ྠ◊ಟを㏻して、教育ෆᐜの┦⌮ゎにດめ、それ䛮れのᣦᑟෆᐜをᕤ

ኵᨵ善していく。 

 

ӕǓኵ

ǈのኺ

ᢅ 

䐟一ᖺ生児❺の報（䠒᭶１䠔日） 一ᖺ生の担任より児❺䜂とり一人の一学期の様子を聞く。᪂しい⎔

ቃの୰でᡞᝨっている様子が❚える子にᑐし、Ᏻ心感をもって学ᰯ生活を㏦りಶᛶをఙばすことができるよう

にᑵ学前の様子を話し、㐺切なᨭの᪉ἲを探った。 

䐠ᑠ学ᰯ㡢ᴦ䜽䝷䝤の幼稚園ㄌ生での䝭䝙䝁ン䝃ート（䠔᭶２䠌日） ኟఇみ୰のⓏ園日のㄌ生に、ᑠ学

ᰯ㡢ᴦ䜽䝷䝤より䝭䝙䝁ン䝃ートの䝥䝺䝊ント。Ⓩᰯ気味の児❺も㡢ᴦ䜽䝷䝤の日にはⓏᰯし、幼稚園ゼၥ

をᴦしみにして練習を㡹ᙇったとのこと。ᙜ日ᑠ学ᰯの各担任の先生᪉もᛂに᮶てくださり、とてもⰋい⾲

でḷっている。園児たちも⨾しいḷኌに聞きධり、知っているḷをアン䝁ールして一⥴にḷうなどやかな 

そして かい心になった一日であった。䠒ᖺ間⥅⥆して⥆けている。 

䐡保育参観・ᤵᴗ参観 （㻡㻛㻥、㻣㻛㻝㻟、㻝㻜㻛㻣・㻝㻥、㻝㻝㻛㻝㻥・㻞㻣・㻟㻜、㻝㻞㻛㻠・㻥、㻝㻛㻝㻟・㻞㻤、㻞㻛㻝㻟） 㐟びを୰心とする

幼児教育と教⛉➼学習を୰心とする学ᰯ教育が、それ䛮れどのような保育・教育活動をしているのかを参観

を㏻して┦の教育を知ることからの䝇䝍ートである。その୰から自分たちの園・学ᰯでどのように保育・教育

をしていく䜉きかをぢ直さなければならないと話し合う。 

䐢一ᖺ生「⛅⚍りをしよう」に保育園・幼稚園がᣍᚅされる（㻝㻜 ᭶ 㻞㻥 日） 

（一ᖺ生のねらい） 
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〇保育園・幼稚園の人をᣍᚅして、⛅⚍りをᴦしむ。 

〇だちと༠ຊしておᗑᒇさんの事をする。 

〇自分の䝁ー䝘ーの㐟びが、保育園や幼稚園の人たちに分かるように話す。 

（幼児のねらい） 

〇⛅⚍りに႐んで参ຍし、一ᖺ生とゐれ合いぶしみをもつ。 

〇一ᖺ生の活動の様子から、大きくなること䜈の期ᚅを⭾らませる。 

 

は䛨めのでの⩌ㄞ「おちば」のᙇり切ったኌ・合ዌ「きらきら䜌し」の気ᣢちを一つにした㡢、また᭤の⤂

や㐍行ಀを一生ᠱ命ົめているጼに「先生、ぢてください！私たちはこんなに大きくなりました！」という意気

㎸みを感䛨た。 

➨２㒊の䚾⛅⚍りのおᗑᒇさん䚿では「䜌くたちおさんおጜさんにᏳ心してついていらっしゃい！」と体全体

で⾲⌧している一ᖺ生なりの⢭一ᮼのおもてなしの心と自ಙにᢿᡭとᛂしたい気ᣢちで一ᮼになった。園

児たちも、そんな一ᖺ生にᏳ心してᑟかれながらᴦしそうにおᗑを回っていた。 

 

䐣「ᖺ生と㐟䜌う」（１２᭶１日） 

（ᖺ生のねらい） 

〇ദしの⏬・㐠Ⴀを㏻して最㧗学ᖺとなること䜈の自ぬを㣴う。 

（幼児のねらい）  

〇ᖺ生と一⥴に㐟んだり教えてもらったりする୰でぶしみをもつ。 

〇ධ学を᥍えたᑠ学ᰯ生活に期ᚅをもつ。 

ᖺ児❺ 㻝㻟㻥 名・幼児 㻝㻟㻜 名という大人数であり、ึめてのヨみであったためどうなることかண想できなかった

が、ᖺ生が┦ㄯした⤖ᯝ各組毎の活動であった。ᡭసりの䝪ーリン䜾の組ではಽれた䝨䝑ト䝪トルをその

㒔ᗘ何ᗘも何ᗘも起こしている者、䜶アト䝷ンポリンの組では䠑ᖺ生と２人䝨アで䠑ᖺ生のᙎむຊで幼児が㌿

んでしまうጼをぢて「ᖺ生は䛨っとしていてください！」と園児䜈の㓄៖をしているリー䝎ー、またᢡり⣬の組

では自分がぬえ㎸むまで何ᗘも練習した⣬㢼⯪を一生ᠱ命教えてくれている者➼䚻、どの組の児❺からも

「幼児をなんとか႐ばしてあげたい！」という思いやりの気ᣢちが⁄れ出ていた。 

自分の䠑ṓの㡭を思い起こし、┦ᡭの気ᣢちを᥎し㔞りながら⏬して‽ഛをしてくれたきらきらと㍤いている

ᖺ生のጼに感動した。䠐᭶からの最㧗学ᖺを頼もしく思う。園児たちも、ᅵ⏘にもらった䝯䝎ルを掛け「䜌く

の䝯䝎ルめっちゃええのだで」と自៏げに═めたり「今日たのしかった！あんなやさしいおねえさんといっしょ

にఫみたいわ」と話したりしている。おさんおጜさんのඃしさ・思いやりにゐれ大‶足であった。 

 

成果Ʊ

ʻࢸの

ᛢ᫆ 

〇保育園から幼稚園、保育園・幼稚園からᑠ学ᰯ䜈の報（引⥅䛞）は、䜂とり一人の幼児のⓎ㐩

のጼと幼児期の教育で大切にしてきたものを伝える意味῝いものである。幼稚園やᑠ学ᰯで かくཷけධれ

られ、᪂しい⎔ቃの୰でᏳ心して実した生活を㏦りಶᛶをఙばすことができるよう、䜂とり一人のⓎ㐩にᛂ

䛨た㐺切なᨭを⧅げていくことを今後も大切にしていきたい。 

〇ᖺ生は、その後に実された「භᖺ生を㏦る」に、幼児とのὶでの⤒㦂を活かしこれまで௨ୖに

「භᖺ生のⓙさんに႐んでいただけるにしたい！」という気ᣢちをもち自的に活動したと聞き、ᖺ生児

❺の意ḧ・ྍ⬟ᛶをみることができ感動した。幼児もᖺ生の かい心を体いっ䜁い感䛨ており、おいに学

びがあり育ちがあるというᜨᛶを③感した。今後も䈗䠑・䠑ὶ䈔として幼稚園・ᑠ学ᰯの教育ㄢ⛬に置づ

け⥅⥆して実していきたい。また学ᖺとのὶも᳨ウしていきたい。 

○┦のᤵᴗ参観や引⥅を㏻して、ᑠ学ᰯ生活を䝇䝮ー䝈に䝇䝍ートし実して㐣ごせるように、幼稚園・

保育園では幼児期に䜅さわしい生活つまり㐟びを㏻して、㐀的な思考や体的なែᗘなどのᇶ♏をᇵうよ

うにすることである。幼児が体的に㐟ぶ生活を実させながら学ぶことをຓし、そのなかで幼児が⯆味を

もって㛵わり、考え、ᕤኵし、物事に✚ᴟ的にྲྀり組み自分を㧗めていくようにすることである。ཎⅬに❧ち返

り、自らの䜹リ䜻䝳䝷䝮にἢって保育・教育を一ᒙ実させていくことが大切であると実感した。 

〇大つᶍᰯ、大つᶍ園、そして２つの保育園が㞳れていることもあり、日常的にὶしにくい᮲௳にある。また

幼稚園・保育園からの㐃ᦠにᑐする⇕い思いがややもすると一᪉㏻行になりがちであった。㐃ᦠのᚲ要ᛶ、

何ができるか、何をしなければならないかをさらに話し合いከ᪉ྥに思いを㧗めていくこと、ᣦᑟ者䜂とり一人

の意識ᨵ㠉がㄢ㢟であると③感する。 
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２） 危機管理カリキュラムの必要性について考える 

「危機管理カリキュラムの必要性について考える」について、授業者として学生に提供した実践例は、

表２に示した通りである。いつ、どのような危機、災難、事故が、誰に降りかかってくるかは予想も

つかない現代である。この時代にこそ、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質・能力、つまり「生きる力」が求められ、この力こそが子どもを危険か

ら守るのである。学生に危機管理カリキュラムの必要性を問うと、小学校から定期的に避難訓練を繰

り返してきた経験から「いつ災害が起きても対応できるように訓練をして避難の方法を身に付けてお

く」と答えた。これまでは児童・生徒という立場であったため訓練を受けるという受け身の姿勢で「み

んなと一緒に逃げさえすればよい」と思っていたこの答えで当然であるが、これからは保育者である。

何よりも子どもたちの安全を第一に考えなければならない立場になる。健全な成長が阻害されないよ

うに、子どもに自らの身体を、生命を守る術を子ども期より伝えておくことも保育の重要な使命の一

つである。しかし、事故防止のため危険や恐怖を強調しすぎるとかえって危険判断や危険対処法が身

に付かなくなる恐れがある。危険を理解させることと、必要以上に怖がらせないという配慮が必要で

ある。「自分の命は自分で守る」という心情・意欲・態度を育てることが子ども期の危機管理カリキ

ュラムの目指す方向である。 
表２ 「危機管理カリキュラムについて考える」の教授内容 

テーマ 危機管理カリキュラムについて考える 

 

学習 

成果 

（１）子どもに自らの体・生命を守る術を子ども期より伝えておくことも幼稚園・保育園の保育の重要な使命の

一つであることを認識しておくこと 

（２）避難訓練の心構えについて、機械的に訓練を繰り返すのではなく、何のためにするのか、ねらいや意味

を真剣に考えることが大切であること 

（３）日常生活のあらゆる状況で起こりうる危険・事故を想定し、防止のための措置を万全に行うことの大切さ

を知ること。油断は禁物であること 

 

実践 

事例１ 

ある園で避難訓練を参観した。避難場所に出てきた幼児から一人並びにさせ各担任が人数確認をして園長

先生に「〇組〇名全員避難しました」と報告された。訓練だから全員避難したものとしている。しかし実際もし

人数が足りない場合、誰が避難できていないのかを掴むのに時間が掛かってしまう。もちろん子どもたちに

「いないのは誰？」と聞いても分からない。兎に角園舎に引き返し探さなければならない。誰かが特定できて

いないため「誰か残っていませんか？誰か…？」と呼ぶ。しかしその子は「誰」という名前ではないため自分

が呼ばれているという意識がなく返事ができない。特定できれば「○子ちゃん！居たら返事をして！」と呼ぶ

ことができ、さらに〇子の日常の様子を思い起こし「○子はホールのピアノの後ろが好きだから…」と探す場

所のポイントを絞ることができる。 

ここまで話してから、学生に廊下に出るように伝える。（事前に一人の学生に教室に残るよう依頼しておく）廊

下はごった返している。「さあ今ここに何人いるか数えてみます」と言って数え１人足りないことを告げ「誰がい

ないのでしょうか？」と尋ねる。「○さんではないですか？あら居るわ」「あっ△さんだ」「私はここに居ます」…と

なかなか特定できない。「では出席順に並んでみよう」と言う。並び始めると直ぐに「◎さんだ！」と気づく。こう

して自分たちで実際動いてみて、マンネリ化した練習を重ねるのではなく、どのように避難することが最善か

を毎回全職員で話し合うことの大切さ、さらに保育者自身が落ち着いて的確な判断から行動をとることの大

切さを実感させた。 
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実践 

事例２ 

危機⟶⌮は事௳・事故のⓎ生をᮍ↛に防止すること、⿕ᐖを最ᑠにとどめることが最善の᪉ἲである。その

ためには、㛵ಀ機㛵、ᆅᇦ♫との┦㐃⤡体ไを構⠏しておくこと、子ども䜈の㐺切なᣦᑟ、またタ・タ

ഛのᏳ全Ⅼ᳨・ᩚഛがᚲ要である。しかし、㐃⤡体ไཬびⅬ᳨をᛰっていたኻᩋを話す。 

ዪᛶ職員のみ䠓名の⊂❧園にົしていた時の事である。㐠動場をᣳんだ所にᑠ学ᰯがあり⏨ᛶ教職員が

２䠌名䜋どおられる。幼稚園でᑂ者➼の㠀常時、担任が防≢䝧ルをᢲすとᑠ学ᰯの職員室の㠀常䝧ルが

㬆り先生᪉がᩆຓに᮶てくださる体ไになっていた。そのため幼稚園の教員は常に䝧ルをᦠᖏし、長ᖺᢲ

せばຓけてくださるとಙ䛨Ᏻ心してᬽらしていた。あるᖺの職員で、今ᗘの避難訓練で一ᗘ䝧ルを㬆らして

みることにỴめた。そのためには事前にᑠ学ᰯの先生᪉に㐃⤡をしておかなければならない。᪩㏿ᑠ学ᰯ

に出ྥき、ᰯ長先生にㄝ᫂すると「そんな䝧ルのことは聞いたことがありませんよ。ちょっと教㢌先生に聞いて

みます」と言われ一⥴に職員室に行く。教㢌先生も「ึ⪥です。どれが㬆るんですか？」と言って㯮ᯈの࿘り

をぢ回されると 㻠䡚䠑ಶのᣑኌჾがタ置してありどれかは分からない。職員室におられた先生᪉にも尋ねられ

たが誰一人ごᏑ知ない。။↛とした。ḟの日全職員が㞟まられる職員ᮅで䝧ルを㬆らしⓙさんに認識して

いただくことにした。༗前䠔時３䠌分、教㢌先生から「㬆りました！㬆りました！分かりましてたで」と㟁話をいた

だいた時のことはᛀれられない。 

㛵ಀ機㛵との㐃⤡体ไ、タᩚഛのᏳ全Ⅼ᳨・ᩚഛの大切さを༑分⌮ゎしていてもこのᛰ៏さではຓかるも

のもຓからないことをኻᩋを㏻して学生に伝える。 

 

㸱）㛤かれたᅬ生άのカリキュラム ‹ᗂ⛶ᅬをᣅく›  

 「㛤かれたᅬ生άのカリキュラム ‹ᗂ⛶ᅬをᣅく›」について、授業者として学生に提供した実践

例は、表㸱に示した通りである。ᗂ⛶ᅬをྲྀりᕳくᆅᇦ♫はே的⎔ቃのᐆᗜである。リࣃ・ࢫ࣮ࢯ

、りを豊かにしࢃのཧ⏬を౫㢗することは、ᗂ⛶ᅬにおけるேやᩥとのかかとして保育ά動ࣥࢯ࣮

ᗂ児の⯆・㛵心、ேと✚ᴟ的に㛵ࢁࢃうとする意欲を่⃭し、ዲወ心や᥈✲心が㧗まる。 

  表Ჭ「ƔǕƨטဃのカリキュラム ͢࠷ᆐטǛਏƘͣƱƸ」の教授内容 

テーマ ƔǕƨטဃのカリキュラム p࠷ᆐטǛਏƘͣƱƸ 

学習 

成果 

（１）ᆅᇦにᬽらす㧗㱋者・㞀☀者➼ከ様な人たちとの出い・ὶにより㇏かなཎ体㦂がᚓられ、幼児がᡂ

長する場になること 

 

実践 

事例１ 

園では保育活動の１つとして、トマト・ピーマン・き䜕うり・なすなどのኟ㔝⳯を᱂ᇵし、✭をᴦしむ。䝟䝑䜽ワ

めのトマトしか知らない子どもたちは、㯤Ⰽいⰼからできたᑠさい実が日に日に大きくなり㉥くᰁまっていく様

子に心を㌍らせ、᎘いだった子どもが㣗䜉られるようになったりするため教育ㄢ⛬に置づけている。 

ᖺ自分たちの知っている知識でᣦᑟしていたが、あるᖺᆅᇦにఫんでおられるඖ㎰ᴗᬑཬ員の᪉にᣦᑟ

を依頼した。᪩㏿園に᮶てくださり᳜ᮌ㖊の大きさをぢて「１２ྕ㖊には○リ䝑トルのᅵをධれますから人数分

‽ഛし、⫧ᩱも○䜾䝷䝮が一人分として‽ഛしてください」とᣦ♧してᖐられた。ḟの日「䝅ートを出してくださ

い。ᅵと⫧ᩱをᗈげて䝇䝁䝑䝥でΰ䛬ましょう」と言われ、まるでᕥᐁが◁と䝉䝯ントをΰ䛬るのとྠ䛨ように何

ᗘも何ᗘも行き返りしてΰ䛬る。これだけΰ䛬れば子どもたち誰がどこのᅵをᥒっても全員ྠ䛨⢏数の⫧ᩱが

ධっておりトマトのできにⰋいᝏいはない。ᅵసりが⫢心というがṇにその㏻りであると思った。ḟはỈやり。

子どもたちにⓏ園するとᚲ䛪Ỉやりをするようಁしていた。㞵の日にもചをᕪしながらỈやりをする幼児も出る

始ᮎである。 

ある日ᬑཬ員さんが᮶られトマトの生長ල合をぢて「毎日Ỉやりをしていませんか？毎日Ỉやりをしていると

いつもỈがもらえると思って᰿はୖを㏺う。時䚻しか㈔えないと᰿はỈ分をồめて㖊の下の᪉までఙびるの

です。ⴥがぐったりしてきたらỈが足している知らせ。その時にようやくỈ㐵りをします。」と言いながら一ᮏ

のⱑをᢤかれた。ᮏᙜに㖊のୖ㒊だけを㏺っている᰿のᙧであった。その、⬥ⱆだけではなく䠑ẁⰼⱆが

いたらⰺするなどのᣦᑟをཷけ、トマトの出᮶ල合は大きさ・㔞ともにᖺの３ಸであった。何よりも、䠔䠌

ṓを㉺され生きᏐ引のようなᏑᅾのᬑཬ員さんの人にゐれ かい心のὶができたことは、子どもたちは

もちろんのこと私たち職員もᖾせであったと伝える。 
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実践 

事例２ 

⛅の㐲足に、学ᰯで㣫育している㇜や∵とのゐれ合いをᴦしむ。さらに㧗ᰯ生との出いや㛵わりをᴦしむ

ことをねらいとして㎰ᴗ㧗➼学ᰯに行く。∵舎の真ん୰をṌき、真っ㯮なᕧ体、大きな┠、先のᑤったᑡしᛧ

い角、㰯㍯、またよだれをたらしたりᒀをᨺったりするᬑẁ┠にすることのできない様子にᝒ㬆をୖげたり㦫

いたりする子どもたち。どの∵にも自分たちとྠ䛨ように名前がいていることにၥをもち㧗ᰯ生のおさ

んに㉁ၥする子も出てくる。そして、最も大人しい∵の⫼୰におさんにᢪえてせてもらいグᛕ真を

る。最ึの㡭は、∵よりもこのおさんの᪉がᛧそうとᏳ気である。しかしᑡしすると、はにかむ㧗ᰯ生から

やさしさが伝わってきて子どもたちはいい⾲になる。また㇜舎では、生まれたばかりの䠕㢌もの㇜が１㢌の

ẕ㇜のஙに྾いいている様子に感動したり㣵やりを⤒㦂したりする。㇜舎にධる時には、㞧⳦をᣢち㎸ま

ないようにධりཱྀに置いてあるᾘẘỈで㠐ᗏをᾘẘしなければならない。子どもは要㡿がᝏく㠐全体をᾘẘ

Ỉにₕけてしまうため、おさんに一人䜂とりᢪえてもらってᗏ㠃だけをᾘẘする。㧗ᰯ生が子どもたちの所

に᮶てくれた時の最ึの様子は「どうしてನがしないといけないのだ」と‶気である。ところが∵の⫼୰に

せたり㇜舎のᾘẘのᡭຓけをしていく୰での子どもたちとの言ⴥのやりྲྀりや「おちゃんありがとう！」という

お♩の言ⴥに、ูれる時はとてもⰋい⾲である。私たち職員はこのගᬒをぢることが大好きである。ここで

も「ᜨᛶ」がいえると考える。 

こうしてὶを✚み重ねることで、リ䝋ー䝇・䝟ー䝋ンにᑐする幼児のぶ㏆感やឡ着が῝まり、 かい心の

ὶ、人との㛵わりをめぐる㇏かなཎ体㦂がᚓられるのである。 

 
㸱㸬ᮏ◊✲におけるᩍ育実践のᕤኵのホ౯ 

 授業者によるᩍ育実践のᕤኵに対するホ౯は、当ヱ、短期大学で実している学生による授業ホ౯

の大ᯟのᵓ成は、授ࢺ࣮ࢣࣥとする）を⏝いた。授業ホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ㸦以ୗ、授業ホ౯ࢺ࣮ࢣࣥ

業者に㛵するホ౯ 11 㡯目、学生自身に㛵するホ౯㸳㡯目、授業全体に㛵するホ౯㸯㡯目であり、「と

てもそう思う」から、「全くそう思ࢃない」の㸳௳法でᅇ答するᙧᘧ、」ᩘ㑅ᢥྍ能の㡯目㸦㸯㸫11）

であった。ᮏ◊✲の目的にྜ⮴する㡯目を㑅ูした授業ホ౯ࢺ࣮ࢣࣥの㡯目を表㸲に示した。 
表Ხ ஜ教Ꮛ実践のᚸ̖にဇいƨ授ಅᚸ̖ǢȳǱーȈのႸ 

教Ճǁのᚸ̖ 
Ⴘ ឋբ内容 

㸯㸫㸦㸯㸧 授ಅにݣƢる教ՃのჇгƞǍ༏ॖǛज़ơǇƠƨƔŵ 

㸯㸫㸦㸰㸧 ٣のٻƖƞǍᛅƠ૾Ǎᛟଢのˁ૾Ƹ理ᚐƠǍƢいǋのưƠƨƔŵ 

㸯㸫㸦㸱㸧 教Ტ᱅ெŴ૰ŴテキǹȈŴȓȇǪሁᲣ内容理ᚐǛ̟ᡶƢるǋのưƠƨƔŵ 

㸯㸫㸦㸲㸧 ׅの授ಅƸŴテーマƕଢᄩưᙲƳȝǤȳȈǛƸƬƖǓƠていǇƠƨƔŵ 

㸯㸫㸦㸳㸧 学ဃƕႆᚕǍឋբƠǍƢいᩎൢǛ˺るƳƲŴ授ಅǁのӋьǛ̟ƢѐщǛƠていǇƠƨƔŵ 

㸯㸫㸦㸶㸧 教ՃƸӖᜒဃにݣƠてπにƠていǇƠƨƔŵ 

㸯㸫㸦㸷㸧 教ՃƸѠࢍƢるᩎൢƕʏǕƳいǑƏŴ学ဃのマȊーሁにදॖǛƬていƨƱ࣬いǇƢƔŵ 

㸯㸫㸦��㸧 教ՃƸӖᜒဃの理ᚐࡇǍӒࣖにႸǛӼƚƳƕǒ授ಅǛᡶǊていǇƠƨƔŵ 

㸯㸫㸦��㸧 教ՃƕƜの授ಅưپƠƨƱज़ơるǋのǛᢠǜưƘƩƞいŵ 

学ဃᐯ៲のᚸ

̖ 

㸰㸫㸦㸲㸧 Ɯの授ಅǛ理ᚐưƖჷᜤƕขǇǓŴƋるいƸᏡщƕ᭗ǇǓǇƠƨƔŵ 

㸰㸫㸦㸳㸧 Ɯの授ಅにǑǓŴჷႎ࣎ڈڤƕХນƞǕŴǋƬƱѠࢍƠƨいƱいƏൢਤƪにƳǓǇƠƨƔŵ 

ዮӳᚸ̖ 㸱 Ɯの授ಅƸዮӳႎにЙૺƠてॖ፯ƋるǋのưƠƨƔŵ 

 

Ϫ㸬⤖ᯝ  

授業ホ౯ࢺ࣮ࢣࣥは、�� ྡ(�7�4㸣)からᅇ答をᚓた㸦ᅗ㸯ཬびᅗ２）。授業者のᩍ育実践行動に㛵

、���は㸲「ましたかࡌ授業に対するᩍဨの┿さや⇕意をឤ」（る㡯目のホ౯においては、㸯㸫㸦㸯ࢃ

㸯㸫㸦２）「ኌの大きさやヰし方やㄝ᫂の方は理解しやすいものでしたか。」は㸲���、㸯㸫㸦㸱）

「ᩍᮦ㸦㯮ᯈ、資ᩱ、ࢸキ࢜ࢹࣅ、ࢺࢫ➼）ෆᐜ理解をಁ㐍するものでしたか。」が㸲���、㸯㸫㸦㸲）
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「ẖᅇの授業は、࣐࣮ࢸが᫂☜で重要なࢺ࣏ࣥをはっきりしていましたか。」は㸲���、㸯㸫㸦㸳）

「学生がⓎゝや質問しやすい㞺ᅖẼをసるなど、授業のཧຍをಁすດ力をしていましたか。」が、

㸲��� であった。㸯㸫㸦㸶）「ᩍဨは受ㅮ生に対してබᖹに᥋していましたか。」は㸲���、㸯㸫㸦㸷）

「ᩍဨはຮ強する㞺ᅖẼがれないよう、学生の࣮ࢼ࣐➼にὀ意をᡶっていたと思いますか。」は

㸲���、㸯㸫㸦��）「ᩍဨは受ㅮ生の理解度や応に目を向けながら授業を㐍めていましたか。」が、

㸲��� であった。」ᩘ㑅ᢥ方ᘧでᩍဨの授業実践のᕤኵを問う㸯㸫㸦��）「ᩍဨがこの授業でᕤኵし

たとឤࡌるものを㑅んでくࡔさい。」では、配付資ᩱが �� ௳、ᯈ᭩㸶௳、㛵㐃する情ሗやヰ題集

�� ௳、ᩍဨとの࣑ࢥュࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ �� ௳、ᢏ術向上のための指ᑟやຓゝ �� ௳、授業ෆእの課題㸯

ࢣࢽュ࣑ࢥやᩍ⛉᭩の㑅定㸷௳、授業ෆの学びが῝まる㞺ᅖẼసり㸷௳、受ㅮ生ྠኈのࢺࢫキࢸ、௳

 。となった、（「めのḷࡌ授業は」㸱௳、その２௳㸦「ὶ授業」ࣥࣙࢩ࣮

学生自身が学⩦成ᯝの⋓ᚓの実ឤに㛵ࢃる㡯目のホ౯においては、２㸫㸦㸲）「この授業を理解でき

▱㆑が῝まり、あるいは能力が㧗まりましたか。」は㸲��� となり、これからの学びの意欲にかかࢃ

る２㸫㸦㸳）「この授業により、▱的ዲወ心が่⃭され、もっとຮ強したいというẼᣢちになりまし

たか。」は㸲��� であった。ㅮ⩏の⥲ྜ的な意⩏に㛵する㸱「この授業は⥲ྜ的に判断して意⩏ある

ものでしたか。」は㸲��� となった。 
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ϫ㸬考ᐹ 

ᮏ◊✲において、保育者としての⨶㔪┙といえるᩍ育課⛬論を学び、授業ᴫ要の学⩦成ᯝの⋓ᚓに向

けて、㣴成課⛬にある学生の実態に応ࡌて、授業者として２つのࡡらいをᣢって、ᩍ育実践のᕤኵを

ྲྀりධれた。その⤖ᯝ、学生が授業全体・ෆᐜの意⩏を見ฟしឤྲྀࡌり㸦ᅗ 1 の㡯目㸱）、学びの

意欲、▱㆑あるいは能力の㧗まりという学⩦成ᯝの⋓ᚓにかかࢃる学生の実ឤに⤖び付いていること

が㸦ᅗ㸯の㡯目２㸫㸦㸲）ཬび㸦㸳））の⫯定的なホ౯からㄞみྲྀれる。このことから授業者のࡡら

いは、ᩍ⫋課⛬論というㅮ⩏においては、学生の学⩦成ᯝの⋓ᚓに対して必要な᮲௳であったと考え

ることができる。そこで、そのࡡらいを㐩成するために、授業者がᩍ育実践においてけたᵝࠎな

ᕤኵが、どのようなものであったかを㏙ながら、そのຠᯝについて᳨ウしていく。 

 
㸯㸬学生のᢠឤをῶらし、授業の体的なཧຍをಁす㞺ᅖẼసりのけついて 

ᩍ育課⛬論という⪺きなれないゝⴥは、学生にとって「難しい、⪺いても分からないෆᐜかも」とい

う心ドをえてしまうかも▱れない。そうなってしまえば、学ࡪ๓から授業に対するᢠឤが強まり、

授業㐠Ⴀの方によっては、保育者としていくら重要なෆᐜであࢁうがなかࢁうが、㛛๓ᡶいされて

しまっては意がない。それは学生の学びに向けた行動にもᙳ㡪がでかࡡないことを、授業者はᠱᛕ

する。授業者がᑟ性を強め、一方的な▱㆑のᩍえ㎸みというようなᩍ育実践によりసられる学びの

場の㞺ᅖẼでは、学生が⪥をഴけてみよう、✚ᴟ的にཧຍしてみようと思うẼᣢちはᮃめないࢁࡔう。

ᮏ◊✲において、授業者はᩍ育実践のᕤኵとして、ㅮ⩏の㛤ጞ時にᏘ⠇のḷをḷう、ฟḞᖍのྡ時

に、Ꮨ⠇にྜࢃせたⰼ、㔝⳯、ᯝ≀、また㨶、動≀のྡ⛠➼、どのようなㅮ⩏に対する学びの意㆑や

ᵓえの学生でも、自分のゝ行で表現することができるけをᑟධした。さらに、ྛᅇのㅮ⩏の࣮ࢸ

に対して、学生が͆、どのような考えをᣢっているか、理解しているかなど͇の学生が自身の思࣐

いや考えを体的にⓎゝすることをከく求め、それに授業者が応答しながらᒎ㛤する意㆑をᣢつこと

で、方向の学びの場をసり上げようとけを行った。このような授業者のᩍ育実践のᕤኵにより、

సりฟした学びの場の㞺ᅖẼに対して、学生がどのようなものであったとឤࡌているか、ㄞみྲྀれる

㸯㸫㸦㸲）㸦㸳）㸦㸶）ཬび㸦��）の⫯定的なホ౯㸦ᅗ㸯）から、授業者のᩍ育実践のᕤኵがຌをዌし

ていることが᥎ᐹできる。また、学生は、ᩍဨが授業でᕤኵしたとឤࡌるෆᐜに対して、授業者との

ࡌཬび学びが῝まる㞺ᅖẼసりをあげており、ᩍဨのᩍ育実践の意ᅗを学生もឤࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽュ࣑ࢥ

ていたことが分かる㸦ᅗ２）。 

 
２�学生が自分自身の考えをᕠらせ、☜かなࢪ࣮࣓をᣢち、῝い学びにㄏうためのᩍ育実践のᕤኵ

について 

ྛᅇのㅮ⩏では授業者の保育者としての長ᖺの経験をᇶにした実践例をᩍᮦとして配付し、そのㄝ᫂

は、うまくいったことよりもኻᩋしたことに↔Ⅼを当てた。これは、学生がなࡐ、うまくいかなかっ

保育者を目指す学生が教育課程の重要性を身に付けるための教育実践の工夫 75
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たのか、の´なࡐµの㒊分に考えをᕠらせることができるように、意ᅗしたけであった。このよう

な授業者の実践例の提供は、保育者としてのᑓ㛛的成長をಁすための、᪥ࠎの姿をㅬに受けとめ、

自ᕫෆの対ヰを✚み重ࡡていく┬ᐹ㸯）の㐣⛬となることを期ᚅしたものであった。ඛに㏙たよう

にㅮ⩏の࣐࣮ࢸに対する学生の思いや考えを☜ㄆしたことは、授業が㐍ࡴうちに、学生自身が、そ

の考えの㐪いにẼ付くためのけでもあり、それにより῝い理解に⤖びつけたいというᕤኵであっ

た。このような授業者のᩍ育実践のᕤኵは、ㅮ⩏の୰で学ࡪき࣐࣮ࢸを学生がつかみྲྀることをຓ

け、ᩍᮦとして機能しෆᐜの理解をಁ㐍したことが、ᅗ㸯の㸯㸫㸦２）から㸯㸫㸦㸲）の⫯定的なホ

౯からㄞみྲྀることができる。さらには、ᩍဨがᕤኵしたとឤࡌるෆᐜに配付資ᩱ㸦11 ௳）があげ

られていることからも㸦ᅗ２）付けられる。 

 
Ϭ㸬まとめ 

保育者㣴成課⛬は、β ࠎくためには、そのෆᐜによりᵝࡺなᑓ㛛▱㆑・ᢏ術を学び保育者として育ちࠎ

な課題がᏑᅾする２）。その୰でも、㰻⸨ら㸦201�）㸱）は、学生自身が実体験できていない、もしく

はその経験が༑分ないෆᐜを学ࡪことの難しさを指するとともに、そのような学生に対して、それ

を⿵ሸするような≉ูな機やより実践的な授業をసり上げる必要性を㏙ている。ᩍ育課⛬論のよ

うな≉性のあるෆᐜの全てを学生が㝈られた実⩦➼の時㛫にあった実体験に༶して提供することは、

現実ではあり難い。そのようなⅬからも、ᮏ◊✲の授業者のࡡらいからᩍ育実践のᕤኵにあるような、

授業者の保育者としての実践経験という≉長を生かすからこそ学生に提供できる͆生きたᩍᮦ͇は、

ᩍ育ά動の質を㧗めることができるࡦとつの方法であるとゝえるࢁࡔう。豊かな実ົ経験をᣢち㣴成

校のᩍቭに立つ一ேࡦとり、保育者としてのಙ᮲をᣢち長ᖺ、子ども㐩、保ㆤ者、ᆅᇦの方ࠎと向き

ྜってきたはࡎである。その時㛫からᚓられた想いの㎸められた͆生きたᩍᮦ͇は、㣴成課⛬で学ࡪ

学生にとって、大きな学びに⤖び付くものࡔと考えられるのではないࢁࡔうか。その͆生きたᩍᮦ͇

を学生にどのようにᒆけていくか、ᩍቭに立つものとして、ᩍ育実践を㧗めるᕤኵが求められている

とឤࡌる。ᮏ◊✲の㝈⏺として、授業ᴫ要にある学生が身に付けるき▱㆑やᢏ術、実践例において、

学生に期ᚅする学⩦成ᯝの⋓ᚓに、どのようなᙳ㡪があったのかを、┤᥋的に れていない。度、

⊂自の質問⣬調ᰝや༙ᵓ㐀㠃᥋などを⏝いて᳨ウする必要がある。 

 
ᘬ⏝ᩥ⊩ 

㸯）ྜྷ ᮧ㤶・ྜྷ岡ᬗ子・ᒾ上⠇子・⏣代⨾㸦1��7）保育者の成長における実践と┬ᐹ 保育学◊✲㸪

�5�2����0�� 
２）ụ⏣ᖾ代㸦2012）保育者㣴成校の学生がもつ子育てᐙᗞࢪ࣮࣓にᙳ㡪をえる要ᅉ ே㛫㛵ಀ

学◊✲�1��1�10� 

㸱）㰻⸨ຬ⣖・⚄⃝⤢子・➉ᮧ㤶・ሐᖿ㞝・Ặཎ理ᜨ子・が生学の校成㣴者育保（�102㸦⨾ࡩち⃝
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